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ビジネスモデル変⾰を進める投資の期とすべく、営業利益⾒通しは、前期同⽔準

配当
将来の成⻑を⾒据えた新たな投資を進めながら、着実かつ安定的な配当とするため、
前期同⽔準の配当額とする
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シイエム・シイの沿⾰は、お客さま企業の技術情報を扱う信頼の歴史であるとともに、
時代に合わせ 「モノづくり」から「コトづくり」へとビジネスモデルが変⾰してきた歴史

お客さま企業の商材・サービスを知り尽くすからこそできる、「コト」のデザインが可能であり、強み

時代の流れに逆らわず、事業の本質は変えず、変化を続けている

①創業〜1970年代
当社のビジネスは「技術情報」を基にした「モノづくり」からスタート
・マイクロフィルムは、技術情報をアーカイブする「モノ」
・印刷は、情報を紙媒体に置き換える「モノ」

②1980年代〜2000年頃
単なる「モノづくり」だけではなく、「お客さま企業の業務⽀援」つまり、「コトづくり」という業務が発⽣
・お客さま企業が保有する情報を「編集」することで、スタッフの皆さまや製品を使⽤するユーザーの皆さまに
「コト」をご提供
・グローバル市場のニーズが⾼まり海外進出を開始

③2000年以降
当社の事業は「モノづくり」からお客さまに「体感や経験」といった価値を提供する「コトづくり」に変化
・教育、研修、販売促進、業務標準化業務など、
「技術情報・お客さま企業を知り尽くす」ことにより、「マニュアル以外の⽅法でもわかりやすく伝える」ことが可能

④2010年以降
ICTを駆使してコトを産み出し、お客さま企業やユーザーの皆さまにコンテンツを提供
・AI、AR、VR、UI、RPA、IoTなど
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ビジネスの根幹である、マニュアル制作4つのフェーズ

特に、③ICT活⽤のフェーズ
当社グループの編集システムは、国内⼤⼿製造メーカーで多数採⽤

さらに、①情報の整流化と④2次活⽤のフェーズ
①「情報の整流化」は、お客さま企業の活動やサービスを「知り尽くす」フェーズ
このフェーズを経て、

④「2次活⽤」のフェーズを産み出すことが可能

マニュアルを制作するだけではなく、教育を実施、それだけではなく、「教育定着」や「改善定着」など、
お客さま企業を知り尽くすことで、より深いサポートを提供できることが、⼤きな特徴
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お客さま企業のことを知り尽くすことで、
「解説書」「動画」「広告」といった制作物「モノづくり」から、
体験・体感に重きを置いた、「教育研修」「イベント」「展⽰会」「販売促進」そして、「業務標準化」などの「コトづくり」へと変
化

創業当初：「モノづくり」100％ → 現在：「コトづくり」が45％ → 今後増加

AI、AR、VR、UI、RPA、IoTなどのICT活⽤により、
「ユーザーの皆様に快適に使っていただけるコンテンツ」

＊具体的な３つの事例を次のスライドで説明
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３つの事例に共通することは、「コンテンツ×ICT」
従来の「紙では伝わらない、伝えにくい情報」を、いかにユーザーに伝えられるかが、コンテンツの良し悪しとなる時代

①マニュアル×AI「⾃然⾔語処理」＝⾳声エージェントマニュアル
②標準化×センシング「アイトラッキング」＝技能伝承、業務標準化
③技術解説×VR「安全訴求コンテンツ」＝安全訴求コンテンツ（⾃動⾞安全装備バーチャル体験）

お客さま企業やパートナーと共有しながらプロトタイプ開発を推進するため
「CMC GROUP NAGOYA BASE」を設⽴
そこに、オープンイノベーションセンター「トンガルLABO」を開設

※インキュベーション例：産学連携（⼤学研究室）、地⽅⾃治体連携（愛知県、名古屋市、他）
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創業当初は、モビリティ（⾃動⾞）関連＝100％でスタート
以降、モビリティ（⾃動⾞）関連 以外の領域を徐々に増加

モビリティ（⾃動⾞）関連のビジネスで得た知⾒を活かしながら、他業種へ領域拡⼤
さらに加速させていく計画
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今、中期経営計画期は、「グループ⼀体の価値創出をはかる期間」の位置づけ
中期経営⽅針は、「ICTの徹底的な活⽤によるビジネス変⾰と拡⼤」

⽬標を、2030年 連結営業利益 100億円 と設定
⽬標実現につながる取り組みを進める

今が、まさに⽬標達成に向けての「変⾰投資」の期間

18



グループ内の活動変⾰として
「テクノロジー」、「市場」、「思考」、「QPS」、「⼈財」の５つの変⾰ポイントを掲げ、
グループ⼀丸となって、変⾰に対応
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グループ成⻑戦略は、「⻑期戦略」、「中期戦略」の2段構え
・2030年を⽬指した、継続的な取り組みである⻑期戦略
・2019年９⽉期からの3ヵ年で注⼒していく中期戦略

⻑期戦略の注⼒ポイント
①R&D戦略：尖がった新技術の活⽤による徹底的な原価低減と新商材開発
②組織戦略：グループ内最適化だけでなく、M&A・業務提携・産学連携による更なるグループシナジー強化
③グローバル戦略：グローバル市場の売上⾼海外構成⽐率を50%へ⾼めるべく活動推進

中期戦略の注⼒ポイント
ビジネスモデル変⾰：
①消費者に直接つながる仕組みをつくる、プラットフォーム型ビジネスへの参⼊

既存ビジネスの変⾰：分析・編集・配信などを包括化、さらに開発スピードを加速化
②お客さま企業の設計情報を活⽤しやすいように整える、上流情報のコーディネート

AIの活⽤：膨⼤な設計情報の資産化

市場戦略：
③「モビリティ」市場へのスピード感とアジリティのある対応

MaaS、Connected：情報活⽤の変⾰により、ビジネス領域拡⼤のチャンス
④注⼒市場への拡販

既存の知⾒×ICT：医療・医薬品、物流を中⼼に多様化する社会課題や市場ニーズに幅広く対応

「中期戦略」の「プラットフォーム型ビジネス｣について次⾴にて説明
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⼀般消費者の皆さまに、コンテンツに快適にアクセスし、
満⾜を得ていただくための「プラットフォーム型ビジネスモデル」への変⾰

これまでは、お客さま企業への⽀援を通して、⼀般消費者の皆さまへ情報発信
今後は、ICTを活⽤したプラットフォームを介して、情報と消費者をマッチング

「B to B」 → 「B to B to C」 & 「B to C」

ビジネスプラットフォーム具体例：
①お客さま企業から消費者への情報発信を⽀援
②当社が培ったノウハウを活かしたサービスを消費者へ提供
③プラットフォームを介して得た情報を基にして、消費者の⼀⼈⼀⼈に最適な情報展開

以上 3つの⼿法により、収益基盤拡⼤を推進
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成⻑戦略を体系的に捉え対応

成⻑を下⽀えする、「組織戦略」

社内外のすべてをICT化していく、「ICT戦略」

ビジネスモデル変⾰を進めるため、新技術開発とAI投資の継続を進める、「R&D戦略」

変⾰する市場に戦略的にアプローチしていく、「市場戦略」

⼀つ⼀つの戦略を積み重ねていくことで成⻑の実現を⽬指す
更なる⾶躍のため、今まで以上に開発投資を進め、2030年に向けて邁進
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